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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成27年10月8日(2015.10.8)

【公表番号】特表2014-532123(P2014-532123A)
【公表日】平成26年12月4日(2014.12.4)
【年通号数】公開・登録公報2014-066
【出願番号】特願2014-533570(P2014-533570)
【国際特許分類】
   Ｄ０６Ｐ   1/44     (2006.01)
   Ｄ０６Ｐ   1/42     (2006.01)
   Ｄ０６Ｐ   3/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０６Ｐ    1/44     　　　Ｚ
   Ｄ０６Ｐ    1/42     　　　Ｚ
   Ｄ０６Ｐ    1/44     　　　Ｂ
   Ｄ０６Ｐ    3/24     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月20日(2015.8.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　１－フェノキシ－２－プロパノールにより得られるものと匹敵する３２．３９という低
Ｌ値により証明される通り、４％グリコールエーテルベンゾエートを含有している染浴液
（実施例９、１３、１４、１８、１９）により、良好な染色性能が提供された事が分かる
。驚くべきことに、３０．０未満という低Ｌ値により示される通り、これらのグリコール
エーテルベンゾエートをＳＬＳと組み合わせることで（実施例１２、１７、及び２２）、
１－フェノキシ－２－プロパノール対照により得られるものよりも色の深みが改善された
。ＤＯＷＦＡＸ（商標）２Ａ１又はＭＴＧを加える事で生じた作用は少なかったのに対し
、非イオン性界面活性剤ＴＥＲＧＩＴＯＬ（商標）１５－Ｓ－４０を加えた場合には、実
際の所、有害な作用が生じた。ＢＥＮＺＯＦＬＥＸ（商標）２８４（Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙのグリコールジベンゾエート及びモノベンゾエートのブ
レンド）、ＶＥＬＡＴＥ（商標）３６８（Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐ
ａｎｙのベンゾエートエステル）、並びにメチルベンゾエートについても、良好な染料キ
ャリアであることが示される。
　以下に、本願発明に関連する発明の態様を列挙する。
［態様１］
　Ａ．カチオン性染料；
　Ｂ．グリコールエーテルベンゾエート、グリコールベンゾエート、及びメチルベンゾエ
ートのうちの少なくとも１つ；
　Ｃ．水；並びに
　Ｄ．任意にアニオン性界面活性剤、を含む、水性染料配合物。
［態様２］
　６～８のｐＨを有する、態様１に記載の染料配合物。
［態様３］
　前記グリコールエーテルベンゾエートが式
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　Ｒ１－Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ（Ｒ２Ｏ）ｎ－Ｒ３

　のものであり、式中、Ｒ１はＣ１～１０アルキル基、フェニル基又はベンジル基であり
、Ｒ２は水素、メチル又はエチルのいずれかであり、Ｒ３－は、安息香酸からのＯ＝Ｃ－
Ｃ６Ｈ５であり、かつｎは１～３である、態様１に記載の染料配合物。
［態様４］
　前記染料が０．０５～５重量％の量で存在し、前記グリコールエーテルベンゾエート、
グリコールベンゾエート、及びメチルベンゾエートのうちの少なくとも１つが３～６重量
％の量で存在し、前記水が脱イオン水である、態様３に記載の染料配合物。
［態様５］
　前記グリコールエーテルベンゾエートが、１－メトキシ－２－プロピルベンゾエート、
２－プロポキシエチルベンゾエート、２－ブトキシエチルベンゾエート、２－（２－フェ
ノキシエトキシ）エチルベンゾエート及び２－（２－フェノキシ－１－メチルエトキシ）
－１－メチルエトキシベンゾエートのうちの少なくとも１つであり；並びに前記グリコー
ルベンゾエートがジエチレングリコールモノ及びジベンゾエート、ジプロピレングリコー
ルモノ及びジベンゾエート、トリエチレングリコールベンゾエート及びトリメチレングリ
コールジベンゾエートのうちの少なくとも１つである、態様４に記載の染料配合物。
［態様６］
　前記アニオン性界面活性剤が１～４重量％の量で存在する、態様５に記載の染料配合物
。
［態様７］
　前記アニオン性界面活性剤が直鎖アルキルスルホネートである、態様６に記載の染料配
合物。
［態様８］
　メタ系アラミド製品の染色法であって、該方法が、前記メタ系アラミド製品を染料配合
物と接触させる工程であって、該染料配合物が、
　Ａ．カチオン性染料；
　Ｂ．グリコールエーテルベンゾエート、グリコールベンゾエート、及びメチルベンゾエ
ートのうちの少なくとも１つ；
　Ｃ．水；並びに
　Ｄ．任意にアニオン性界面活性剤、を含み、
　前記染料配合物がｐＨ６～８を有する、工程を包含する、方法。
［態様９］
　前記製品を前記染料配合物の染浴に浸漬させる、態様８に記載の方法。
［態様１０］
　態様８に記載の方法により染色されたメタ系アラミド製品。
［態様１１］
　繊維の形態の態様１０に記載の製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ．カチオン性染料；
　Ｂ．グリコールエーテルベンゾエート及びグリコールベンゾエートのうちの少なくとも
１つ；
　Ｃ．水；並びに
　Ｄ．任意にアニオン性界面活性剤、を含む、水性染料配合物。
【請求項２】
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　６～８のｐＨを有する、請求項１に記載の染料配合物。
【請求項３】
　前記グリコールエーテルベンゾエートが式
　Ｒ１－Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ（Ｒ２Ｏ）ｎ－Ｒ３

　のものであり、式中、Ｒ１はＣ１～１０アルキル基、フェニル基又はベンジル基であり
、Ｒ２は水素、メチル又はエチルのいずれかであり、Ｒ３－は、安息香酸からのＣ＝Ｃ－
Ｃ６Ｈ５であり、かつｎは１～３である、請求項１に記載の染料配合物。
【請求項４】
　前記染料が０．０５～５重量％の量で存在し、前記グリコールエーテルベンゾエート及
びグリコールベンゾエートのうちの少なくとも１つが３～６重量％の量で存在し、前記水
が脱イオン水である、請求項３に記載の染料配合物。
【請求項５】
　前記グリコールエーテルベンゾエートが、１－メトキシ－２－プロピルベンゾエート、
２－プロポキシエチルベンゾエート、２－ブトキシエチルベンゾエート、２－（２－フェ
ノキシエトキシ）エチルベンゾエート及び２－（２－フェノキシ－１－メチルエトキシ）
－１－メチルエトキシベンゾエートのうちの少なくとも１つであり；並びに前記グリコー
ルベンゾエートがジエチレングリコールモノ及びジベンゾエート、ジプロピレングリコー
ルモノ及びジベンゾエート、トリエチレングリコールベンゾエート及びトリメチレングリ
コールジベンゾエートのうちの少なくとも１つである、請求項４に記載の染料配合物。
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